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により蓄尿機能の異常を呈する Dahl salt-sensitive（DS）ラットを用いて MR—ENaC シグナルに着目した病態解明を行っ
た。 










った蓄尿障害に MR-ENaC 経路が関与する可能性があることを明らかにし発表した。 
本論文は、蓄尿障害の発症メカニズムを解明する上で重要な知見を有しており、当該分野ならびに医療の発展に十分貢
献すると考えられる。よって、論文審査担当者一同は、本論文が博士（薬学）の学位論文に値するものと認めた。 
